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リハビリテーションカレッジ島根 学校関係者評価委員会 

 

日 時：令和６年 2月 27日(火) 18:00～19:00 

場 所：リハビリテーションカレッジ島根 会議室 

 

報告・検討事項 

1．自己評価報告書の結果について 

2．次回の開催について 

 

1．自己評価報告書について 

  学校職員が行った「自己評価報告書（別紙）」について報告を行い、委員からの質問や意見を聴取した。 

 

 [項目１]理念・目的・育成人材像について 

   概ね高い評価となった。 

   今後も本校のアドミッションポリシー、ディプロマポリシーに沿って学生教育を行っていく。 

  □委員からのコメント 

   特になし 

 

[項目２]学校運営について 

   こちらも概ね高い評価となり、大きな問題はなかった。 

 

  □委員からのコメント 

   特になし 

 

[項目３]教育活動について 

   実習地の確保が大きな問題として挙げられた。 

   特に留学生の実習受入れ先確保には苦慮している。 

 

  □委員からのコメント 

   ・本委員会の委員や理事の中には病院、施設と関わりがある者も少なくない。ぜひ利用して欲しい。 

    →現在の実習先のリストと、今後依頼したい施設のリストを後日お渡しする。 

     ぜひ、協力をしていただきたい。ただ、理学療法学科および作業療法学科の実習では、指導者が

実習指導者講習を受けている必要があり、そこがネックとなっている。[教務部長：青木] 

 

   ・３学科揃っての国家試験合格率 100％を達成してほしい。 

    →近年、単科での 100％はあるが、3学科揃っての合格率 100％は達成したことがありません。 

     次年度はそのチャンスがあると思いますので、ぜひ達成したいと思います。[教務部長：青木] 

 

 [項目４]学修成果について 

    近年、就職支援には力を入れており、特に第一希望就職先への就職率 70％以上を目指している。 

    今年度は 80％を超える見込みである。 

 

□委員からのコメント 

    ・「卒業生の社会的評価を把握しているか」の項目は何を持って把握することになるのか。 

     →現在、社会的評価を把握する方略を持ち合わせておらず、今後検討し対応する。[教務部長：青木] 
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[項目 5]学生支援について 

    休退学者の防止に力を入れているが、今年度は目標の 3％以内は達成できない見込みである。 

    また、メンタルに不調をきたす学生も近年増えており、学生相談室との連携で学生の精神面を支え

ていきたい。 

 

□委員からのコメント 

    ・最近「くじら会（同窓会）」の名前をあまり聞かなくなったが、どのような状況か。 

     →コロナの影響もあったが、現在は年に1回の会員を対象とした研修会を再開している。 

      最近は「入会費が高い」との理由で入会しない卒業生が出てきている。[教務課長：柿本] 

 

 [項目 6]教育環境について 

    概ね高い評価となった。コロナ禍で実施できていなかった海外研修を次年度は再開する予定。 

 

□委員からのコメント 

    特になし。 

   

[項目 7]学生の募集と受け入れについて 

    定員割れの状態が続いており、今後の学生確保のための方略が求められる。 

    令和 6年度の入学生については、地元（島根県西部）から多くの学生が入学予定である。 

    ただ、ただでさえ島根県西部は人口が少なく、今後さらに 18歳人口が減少していくことを考える

と、県外からいかに学生を呼ぶか、という方略が必要となる。 

 

□委員からのコメント 

 ・浜田市内の 1つの高校から多く入学予定であるが、何か要因はあるのか。 

  →当該の高校はこれまでも安定して学生を送ってもらえている。 

   今後も地元の高校生を確実に確保しつつ、県外からの入学生を呼べるような特色を出していき

たい。[教務部長：青木] 

 

 ・これまでの入学者からの分析などはできているのか。 

  →広報課で分析は行っているが、まだ十分ではない項目もある。 

   次年度に生かせるよう、教務課も協力したい。[教務部長：青木] 

 

 [項目 8]財務について 

    安定した学生数の確保が安定した財政基盤につながる。引き続き入学者の確保、休退学者の防止に

努める。 

 

 [項目 9]法令等の遵守について 

    特に問題なし。 

 

[項目 10]社会貢献・地域貢献について 

    令和 5年度は以下の地域貢献活動を実施した。 

・浜田市からの依頼（地域リハ活動支援事業）→21件（健康教室、地域ケア会議など） 

    ・小中高からの出前授業・学校見学の依頼→合計 13校（出前 4校、来校 9校） 

    ・授業依頼→3校（明誠高校福祉科、萩光塩高校、石見高等看護学院） 

    ・ボランティア依頼→13件中 9件に学生および教職員が参加（延べ 108名） 

 

□委員からのコメント 

    良い活動なので、今後もぜひ継続してください。 
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2．次回の開催について 

  次回は令和 7年 2月に開催予定． 

 


